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委員会『中国研究』1965 年）、久保田正三については「高橋協外三名、教員採用認可 大正十五年」JACAR 
Ref.B05015347200、成宮嘉造については「成宮嘉造 昭和十一年六月」JACAR Ref.B05015356200、山
田厚については「山田厚 昭和十二年三月」JACAR Ref.B05015356800、重光蔵については「重光蔵 昭
和十二年六月」JACAR Ref.B05015357200、広江貞助については「広江貞助ニ講師委嘱ノ件 昭和十四年







四年十月」JACAR Ref.B05015347900、飛石初次については「飛石初次採用 昭和十四年十一月」JACAR 
Ref.B05015348200、北野大吉については「北野大吉教授委嘱ノ件  昭和十五年二月」 JACAR 
Ref.B05015348800、小橋嘉平・植村郁夫・津之地直一については「予科講師採用、植村郁夫・津之地直
一・小橋嘉平 大正十五年二月」JACAR Ref.B05015349100、神谷龍男については注 15 に述べる愛知大
学東亜同文書院大学記念センター所蔵の「教員適格審査書類」にそれぞれよった。 
(10) 高等学校高等科の教員のうち 3 分の 1 は高等学校高等科教員免許状を有しない者をもって充てるこ
とができた（「高等学校教員規程」（1919（大正 8）年文部省令第 10 号）第 13 条）。のち、この規定が書
院大学予科教員にも準用された（「東亜同文書院大学ニ関スル件」（1941（昭和 16）年閣令第 11 号）。 
(11) 学士号所持者が少ないことは、同様に専門学校から大学へ昇格した東京商科大学、大阪商科大学の
開学直後の教員で学位もしくは学士号を持たないものがほとんどいないことと比較しても顕著である
（『東京商科大学一覧 自大正十年至大正十一年』（東京商科大学、1921 年）、『大阪商科大学一覧 昭和四
年五月』（大阪商科大学、1929 年）参照）。また、1933（昭和 8）年当時の神戸商業大学と比較しても同
様である（『神戸商業大学一覧 昭和八年三月』神戸商業大学、1933 年）。 




(14) 前掲「飛石初次採用 昭和十四年十一月」。 
(15) 文部大臣官房文書課『昭和二十年十一月 終戦教育事務処理提要 第一輯』56～57 ページ。 
(16) 文部大臣官房文書課『昭和二十四年三月 終戦教育事務処理提要 第三集』436～437 ページ。 
(17) 外地の帝国大学の教職員については、1946（昭和 21）年 5 月 21 日の「外地官署所属職員の身分に
関する勅令」（昭和 21 勅令第 287 号）により、内地引き揚げ後 1 か月を経過した時点で退職させること
となった。 
(18) 1948 年時点における愛知大学教員の履歴を把握することは容易ではない。『愛知大学史紀要』第 1 号










13 巻第 1・2 号、1965 年）、一圓一億については「一圓一億教授略歴」（関西学院大学法政学会『法と政
治』第 28 巻第 3・4 号、1978 年）、三好四郎については「三好四郎先生年譜」（『楊樹の蔭深く』三好四郎
先生追悼文集編集委員会、1991 年）、大石岩雄については「大石岩雄教授略歴・執筆目録」（大石岩雄教
授還暦記念論文集編集委員会編『現代企業の理念と管理－大石岩雄教授還暦記念論文集－』豊川堂、1975
年）、板倉鞆音については「略歴」（愛知大学文学会『文学論叢』第 72 輯、1983 年）、津之地直一につい
ては「略歴」（前掲『文学論叢』第 81 輯、1986 年）、鈴木中正については「略歴」（前掲『文学論叢』第





















た。第 2 段階は 1952～1954 年の院系調整前期である。私立学校の公立化は図られ、調整
の中心は「工学系人材と教員養成を重点とし、専門単科大学を発展させ、総合大学を整頓
し強化する」(2)ことであった。狭義の院系調整はこの時期のことをいう。第 3 段階は 1955
～1957 年の院系調整後期である。主に地理的配布の視点から沿海部や都市部に集中する高
等教育機関の一部を内陸に移転した(3)。 
? これまでの先行研究では第 2 段階と第 3 段階に対する関心が多く、第 1 段階に関する検
討ではあくまでも院系調整の前段階に位置づけて「小規模・限定的な再編成」の個別な合
併事例が注目されていた(4)。こうした視点は第 1 段階と第 2、3 段階との政策の連続性を考




























は当時の学校教育で大きな割合を占めていた。1949 年末全国の高等教育機関は計 205 校あ
り、そのうち教会系大学は 21 校、その他の私立校は 61 校、私立校は全体の 4 割ほどであ
る。また、地域によって私立校のほうが多いところもある。例えば、上海市における高等









めぐって教会側と中国政府は意見が衝突した末、教育権の回収で 1950 年 10 月に輔仁大学
が公立化された出来事である。米中対立は 1950 年 6 月に勃発した朝鮮戦争と関連する。
1950 年 12 月に中央政府は、アメリカがアメリカにおける中国の財産を凍結したこと及び
中国での関連機関を通じて反共宣伝を行うことに対し、「米国の援助を受ける文化教育機関、
救済機関及び宗教団体に対する処理方針の決定」を公布し、米国の援助を受ける機関の公
立化または中国資本による私立化を求めた。1951 年末、輔仁大学以外の 20 の教会系大学













選考を担当する。彼が選考した留学生には胡適もいた(10)。1911 年 4 月に清華学堂が設立さ






1912 年に 3 月に立達学社は上海で中学校程度の大同学院を設立し、胡が初代校長に務め
た。学校の名前は『礼記』にある「天下為公…是謂大同」（天下為公…これが大同という）














ど 17 棟の建物を擁する、約 2.2 万坪のキャンパスに発展した。また、著名な学者らを教員
に迎えて教員陣の充実を図った。1947 年に職員のほかに教員 105 人、学生 2254 人、教員
一人当たりの学生数は約 21 人の少人数であった(14)。学生の人数は大同学院の創立当初 91
人しかなかったが、1938 年 9 月に大学部は 850 人で中学部は 979 人になり、1948 年に大
学部は 2700 人で中学部は 2500 人に上り、上海の公立校と私立校で一番多かった(15)。大同
大学は理工系教育に特に力を入れており、留学経験者の優秀な理工系教員が集まったほか、
全国でも有数の研究設備や実験設備を持ち、その教育水準は全国に誇る。大学部の教育が
始まってから、計 5000 人弱の学生を社会に送り出し、卒業者の約 6 割は理工系出身であっ
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卒業年度 院系別 男性 女性 合計 
1925.7～1953.2 文学院 153 153 306 
1926.7～1952.8 理学院 397 223 620 
1929.7～1952.8 商学院 767 485 1252 
1941.7～1952.8 工学院 2089 139 2228 
1925.7～1951.7 専修科 162 43 205 
1925.7～1932.7 大学予科 304 46 350 




























































































































































? 1949 年 5 月に中国共産党が上海に入る直前、創始者の胡敦復は大陸を去ることを決意し、
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? 1949 年 5 月に中国共産党が上海に入る直前、創始者の胡敦復は大陸を去ることを決意し、
























出の案は無効になった。議論の末、1949 年 9 月に高等教育処は左傾民衆の案を認めつつ、
校長と教務長が無選挙で委員となり、校長を主任委員とするという胡剛復の意見も取り入
れて校務委員会を発足させた。最終的に大同大学の校務委員会組織規程では「校長、教務























































教学計画や教師用指導書まで用意した。例えば、1951 年 2 月に華東教育部が配布した「新
民主主義論教学計画」では、教学目標、範囲・重点・要求・進度、教授法の三部構成で毛








当教員は計 57 人程度だがそのうち専任が 7 人しかなかった(29)。そのため、政府は多人数の
授業を奨励するほか、モデル校と重点校を定めた。大同大学は私立大校のなかの重点校に
指定されたことで、他校よりは一定数の教員を招くことができた。 
? 1950 年 9 月から、思想政治教育の必修科目はもう一つ追加された。時事学習の政治講座
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れをベースに 1950 年 9 月に共産主義者の呉黎平が主任に務める「政治教学委員会」（政教
会と略す）は成立した。限られた教員による効率的な教育を実現するように、政教会は全
校の 2,000 人余りの学生を思想政治教育の学習チームに編成し。具体的に同期の 8～12 人
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2 年間専科学校を卒業しても 1954 年になるため、学業短縮の政策まで出された。華東教育






? 1952 年 5 月に「1952 年全国高等教育機関の院系調整計画」が公布され、全国規模の大
学再編は始まった。上海ではほぼ同じ時期に大同大学は大学再編の重点校と指定された。






主義を批判する「三反運動」に取り組む。それにより、「専任教員は 3 時間担当の授業を 2
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